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午前１０時００分 開会

────────────────────────────────────

◎開会宣告

本日をもって招集されました平成２４年第３回遠軽町議会定例会○議長（前田篤秀君）

を開会いたします。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

直ちに、本日の会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎諸般報告

会議に先立ち、局長をして諸般の報告をいたします。○議長（前田篤秀君）

御報告いたします。○議会事務局長（伯谷正明君）

ただいまの出席議員は、１８人であります。

本日の列席者は、佐々木町長、富永教育委員長、秋保代表監査委員、石丸農業委員会会

長であります。

次に、地方自治法第１２１条の規定による説明員、議会事務局からの出席者、監査委員

の平成２３年度及び平成２４年度の例月出納検査の結果、教育委員会点検、評価報告、議

長の執務、閉会中における各委員会の活動状況につきましては、別紙印刷の上、お手元に

配付のとおりであります。

なお、説明員につきましては、案件により参事、主幹及び総合支所の課長等が入ること

もありますので、御了承願います。

次に、本定例会の日程は、第２４までとなっております。

なお、追加議案等が予定されておりますので、あらかじめ御連絡を申し上げます。

以上で報告を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。○議長（前田篤秀君）

本日の会議録署名議員には、会議規則第１１８条の規定により、今村議員、阿部議員を

指名いたします。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 会期の決定について

日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。○議長（前田篤秀君）

本件について、議会運営委員長の報告を求めます。

杉本議会運営委員長。

－登壇－○１０番（杉本信一君）

御報告いたします。
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本日をもって招集されました、平成２４年第３回遠軽町議会定例会の会期につきまして

は、６月７日午後２時より議会運営委員会を開催し、審議の結果、本日から６月１４日ま

での３日間と決定いたしました。

なお、追加議案、意見書等につきましては、それぞれ調整の上、６月１３日午後５時ま

でに事務局へ提出されるようお願いいたします。

以上、御報告申し上げます。

お諮りいたします。○議長（前田篤秀君）

本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から６月１４日までの３日間と

したいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、会期は、本日から６月１４日までの３日間と決定いたしました。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 町長の行政報告及び提出案件要旨説明

日程第３ 町長の行政報告及び提出案件要旨説明を求めます。○議長（前田篤秀君）

佐々木町長。

－登壇－○町長（佐々木修一君）

平成２４年第３回遠軽町議会定例会の開会に当たり、議員の皆様には、大変お忙しい中

御参集をいただき、厚くお礼を申し上げます。

初めに、第２回遠軽町議会臨時会以降における行政について御報告いたします。

遠軽町白滝ジオパーク交流センターについてでありますが、地域情報の発信と交流機能

を備えたジオパーク拠点施設として、４月２日にオープンし、５月末で１,１１０人、う

ちゴールデンウィーク期間の９日間で６６７人の入館者となっております。

これからの夏のシーズンには、黒曜石原産地へのジオツアーの実施や夏休み期間中の体

験学習など、遠軽町埋蔵文化財センターと連動した活動を進めてまいります。

５月１２日から１５日まで、長崎県の島原半島ジオパークにおいて、日本で初めて開催

された第５回ジオパーク国際ユネスコ会議に参加してまいりました。

この大会には、３１カ国から５９３人のジオパーク関係者が参加し、各国の担当者から

遺産の管理、保全状況やガイドツアーなどの運営状況についての発表がありました。

本町においては、白滝ジオパークについてのポスター発表と、英語版及び中国語版のガ

イドブックを配布し、白滝ジオパークの取り組みを世界に向けて発信してきたところであ

り、今後の活動につながる大きな成果が得られたものと考えております。

次に、町内建設事業者の事業創出と経済活性化のために実施する「プレミアム付建設

券」の発行事業についてでありますが、５月８日から１０日まで購入受付が行われ、発行

予定の１,０００枚に対し、１８４件、１,５１３枚の申し込みがあり、抽せんの結果、５

９件、５１３枚について購入できない状況となりました。
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このことから、先般、建設券の発行元であります遠軽商工会議所から追加発行の要望を

受け、町といたしましては、地域への経済波及効果を考慮し、本議会におきまして、建設

券の追加発行に伴う補助金の補正予算を提案させていただきました。

次に、本議会に提出いたしました議案の大要について御説明申し上げます。

報告第１号から報告第３号までについては、株式会社生田原振興公社、株式会社遠軽農

業振興公社及び株式会社フォーレストパークにおけるそれぞれの経営状況について報告を

受けましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき議会に報告するもので

す。

報告第４号については、平成２３年度遠軽町一般会計の繰越明許費について、翌年度に

繰り越しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により繰越明許費繰越計

算書を調製し、議会に報告するものです。

承認第１号の専決処分の承認を求めることについては、地方譲与税、地方消費税交付

金、地方交付税等の確定に伴い、平成２３年度遠軽町一般会計補正予算（第１１号）を専

決処分いたしましたので、議会の承認を求めるものです。

承認第２号の専決処分の承認を求めることについては、国庫支出金、療養給付費交付

金、道支出金等の確定に伴い、平成２３年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第６

号）を専決処分いたしましたので、議会の承認を求めるものです。

承認第３号の専決処分の承認を求めることについては、後期高齢者医療保険料等の増額

による一般会計繰入金の減額に伴い、平成２３年度遠軽町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）を専決処分いたしましたので、議会の承認を求めるものです。

承認第４号の専決処分の承認を求めることについては、基金利子の増額に伴い、平成２

３年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）を専決処分いたしましたので、議会の

承認を求めるものです。

諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦については、現委員であります湯淺正邦氏が平成

２４年９月３０日をもって任期満了となりますので、引き続き委員の候補者として推薦い

たしたく、議会の意見を求めるものです。

議案第１号表彰については、遠軽町表彰条例に該当いたします対象者の表彰について、

議会の議決を求めるものです。

議案第２号社名淵外５辺地に係る総合整備計画を定めることについては、辺地に係る総

合整備計画を定めたいので、議会の議決を求めるものです。

議案第３号遠軽町行政組織条例の一部改正については、外国人登録法の廃止に伴い本条

例の一部を改正するものです。

議案第４号遠軽町印鑑条例の一部改正については、外国人登録法の廃止及び住民基本台

帳法の一部改正に伴い、関係規定を整備するとともに、文言等を整備するため本条例の一

部を改正するものです。

議案第５号遠軽町手数料条例の一部改正については、外国人登録法の廃止に伴い、本条
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例の一部を改正するものです。

議案第６号遠軽町町民投票条例の一部改正については、外国人登録法の廃止及び住民基

本台帳法の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するものです

議案第７号遠軽町公共下水道条例の一部改正については、外国人登録法の廃止及び社団

法人日本下水道協会北海道地方支部の名称変更に伴い、本条例の一部を改正するもので

す。

議案第８号財産の取得については、平成２４年度生田原診療所備品購入その２につい

て、議会の議決を求めるものです。

議案第９号財産の取得については、平成２４年度１３ｔ級除雪ドーザ購入について、議

会の議決を求めるものです。

次に、議案第１０号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算(第２号）の主なものについ

て御説明いたします。

歳入については、国庫支出金、道支出金、寄附金、繰越金等を補正し、寄附金について

は、寄附者の御意志に沿いまして目的の基金に積み立てをするものです。

歳出については、合気道ゆかりの地入植１００年記念事業実行委員会補助金、児童手当

システム改修業務委託料、丸瀬布及び白滝歯科診療所に係る診療台ユニット等の修繕料及

び備品購入費、遠軽町、湧別町、佐呂間町循環型社会形成推進地域計画作成業務委託料、

地域生物多様性保全活動支援事業に係る経費、プレミアム付建設券発行事業補助金、災害

対策用排水ポンプ車購入費、平成２４年度夏季巡回・特別巡回ラジオ体操・みんなの体操

会に係る経費等を計上したところです。

以上が、本議会に提出いたしました議案の大要です。

なお、工事請負契約の締結等について追加提案いたしたいと考えておりますので、あら

かじめ御承知おきくださいますようお願い申し上げます。

御審議を願う議案につきましては、その都度、担当部課長から詳細に御説明いたします

ので、御協賛賜りますようお願い申し上げます。

理事者側より発言の許可を求られておりますので、発言を許可し○議長（前田篤秀君）

ます。

山本建設課参事。

発言のお許しをいただき、ありがとうございます。○建設課参事(山本善宏君）

３月に開催されました新年度予算特別委員会におきまして、石田委員の質問に対する私

の答弁についてでございます。

御質問のありました建築基準法第１２条第３項の昇降機の定期検査資格者についてであ

りますが、私の答弁の中で、専門技術者がいなければ検査ができないかのような誤った答

弁を申し上げましたが、石田議員の御指摘のとおり、１級建築士、２級建築士、国土交通

大臣の定める資格を有する者でございますので、おわびをさせていただきます。

今後このようなことのないよう十分気をつけてまいります。大変失礼いたしました。
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以上でございます。

以上で終わります。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎日程第４ 報告第１号

日程第４ 報告第１号株式会社生田原振興公社の経営状況報告に○議長（前田篤秀君）

ついてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

岡村生田原総合支所長。

報告第１号地方自治法第２４３条の３第２項の規定○生田原総合支所長（岡村 宏君）

により、株式会社生田原振興公社の経営の状況を次のとおり報告いたします。

別紙１が平成２３年度の事業報告書、別紙２が平成２４年度の事業計画書であります。

それでは、第１の第２１期（平成２３年度）事業報告書から説明いたします。

事業期間は、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までであります。

１ページをお開き願います。

１、事業全般の状況について、要約して報告いたします。

まず、ノースキング入浴利用者についてであります。各種セット券、ポイントカード等

によりリピーターが増加するよう努めましたが、約１カ月間の浴場等改修工事により入浴

ができない状況や、その後のサウナ利用者にシックハウス症候群の症状がで、再度の改

修、安全確認等の影響も加わり、年間利用実績は昨年に比べ６,７１３人減の４万９,３１

４人、宿泊利用者につきましては、前年に比べ８７３人減の８,９８１人となりました。

次に、ちゃちゃワールド入館利用者につきましては、イベントや企画展を開催するとと

もに、旅行業者への営業、販売促進に努めました。６月までは前年実績を上回っておりま

したが、７月以降は高速道路の無料化社会実験の終了やガソリン価格高騰等の影響を受

け、年間利用実績は前年に比べ２,３４３人減の２万５１０人となりました。

２ページ、売店売り上げ等につきましては、館内の販売だけではなく、遠軽観光協会や

民間業者への積極的な営業を行い、木の砂場、生キャラメル等の販売に努力しましたが、

個人消費の低迷が続き、その結果、売店売り上げとその他売り上げを合わせて３,７５３

万円で、前年と比べ４３２万円減少となりました。

一般管理費につきましては、原油を初めとする資源価格の高騰等の影響はありました

が、その他の経費の節減に努め、前年に比べ１１８万円減の１億２,０６５万円となり、

総体の売り上げは１億４,３３０万円、経常利益はマイナス５１２万円と減収、減益とな

りました。

以下、年間集客数、役員会等、２、会社の概要、４ページ、株主名簿、５ページ、ノー

スキング及びちゃちゃワールド館の利用実績につきましては御参照願います。

次に、６ページ、貸借対照表について、資産の部より説明いたします。

流動資産につきましては、現金及び預金から未収金まで、合わせて２,４３５万４６０
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円、固定資産は有形固定資産のリース資産と建物で、合わせて３９万４,１２１円、無形

固定資産は電話加入権で７万６,４４０円、投資等は出資金の１万円で、資産合計は２,４

８３万１,０２１円であります。

次に、負債の部であります。流動負債は、買掛金から未払消費税まで、合わせて１,８

３５万７５３円で、同額が負債合計であります。

次に、純資産の部についてであります。株主資本につきましては、資本金３,０００万

円、利益剰余金の利益準備金が１７０万円、繰越利益剰余金がマイナス２,５２１万９,７

３２円で、純資産合計は６４８万２６８円であります。これによりまして、負債・純資産

の合計は、資産合計と同額の２,４８３万１,０２１円であります。

７ページをお開き願います。損益計算書について説明いたします。

純売上高は、売り上げで１億４,３３０万２,４１８円、売上原価は、期首棚卸高に仕入

れを加え、期末棚卸高を差し引いた２,８３９万２５円で、売上高から売上原価を差し引

いた売り上げ総利益は１億１,４９１万２,３９３円であります。

なお、今決算期より税理士と公社との協議により、従前は営業外収益の施設維持負担金

として計上してまいりましたテナント収入について、水道光熱費、美装費用を一般管理費

の維持物件費で支出していることから、売り上げのテナント収入として変更計上しており

ますことを御承知おき願います。

次に、販売費及び一般管理費は、職員給料手当から雑費まで、合わせて１億２,０６４

万９,４０２円で、売上総利益からこの金額を差し引いた営業損失は５７３万７,００９円

であります。営業外収益は、受取利息から住宅家賃収入まで、合わせて６６万３０７円

で、営業外費用は支払利息分４万３４２円であります。営業損失に営業外利益を加え、営

業外費用を差し引きますと、経常利益はマイナス５１１万７,０４４円であります。経常

利益マイナス５１１万７,０４４円から法人税等充当額２０万６,０００円を減じますと、

当期の純利益はマイナス５３２万３,０４４円であります。

９ページをお開き願います。

このページは、損益計算書の売り上げ明細であります。説明は省略いたしますので、御

参照願います。

１０ページの株主資本等変動計算書についてであります。資本金の前期末残高は３,０

００万円、利益準備金１７０万円につきましては変動がありませんので、当期末残高と同

額であります。

その他利益剰余金の繰越利益剰余金は、前期末残高マイナス１,９８９万６,６８８円、

当期純損益金がマイナス５３２万３,０４４円でありますので、当期末残高はマイナス２,

５２１万９,７３２円となります。

以上により、株主資本合計は６４８万２６８円となり、純資産合計も同額であります。

１１ページをお開き願います。

監査報告書につきましては記載のとおりですので、お目通し願います。
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次に、別紙第２の第２２期（平成２４年度）事業計画について御説明いたします。

事業期間は、平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までであります。

１ページをお開き願います。

株式会社生田原振興公社の事業方針であります。

まず、ノースキングにつきましては、平成２２年度から平成２４年度までの３年間、指

定管理者の指定を受けておりますので、協定書に基づき施設の管理運営を行い、宿泊、入

浴等の利用促進とサービス向上に努めてまいります。

ちゃちゃワールドにつきましては、本年も管理業務の一部を受託しておりますので、入

館料の徴収業務、企画展の開催のほか、木のおもちゃづくりの指導や物品の販売促進に努

めてまいります。

以下、事業方針については記載のとおりでありますので、お目通し願います。

３ページをお開き願います。

平成２４年度株式会社生田原振興公社の収支計画書について御説明いたします。

まず、収入についてでありますが、売り上げは、入浴売上から受取委託料まで１億５,

６４５万９,０００円を見込んでおります。

営業外収益は、住宅賃貸収入と雑収入で６６万１,０００円を見込み、収入合計を１億

５,７１２万円とした計画となっております。

次に、支出についてであります。仕入れは３,１２４万円、販売費及び一般管理費は、

人件費として職員給料手当から旅費交通費まで４,７２３万円、維持物件費は水道光熱費

から減価償却費まで７,１０１万円、諸費は交際費から雑費まで６２４万円を見込み、合

わせて１億２,４４８万円であります。利益を１４０万円と見込み、支出合計を１億５,７

１２万円とした計画となっております。

以上で、株式会社生田原振興公社の経営状況の説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

荒井議員。

二つ三つお伺いをいたしますけれども、まず、前年の分、６○１３番（荒井範明君）

ページのバランスシートですけれども、これを見てわかるように、自己資本比率を計算す

ると１.２％から１.３％くらいですよね。抜本的にやり直さないとだめな状況なのです

よ。それで、取締役会でそういう議論をされたかどうか。それから、株主総会に遠軽町を

代表するどなたかが行っていると思うのですけれども、そういうことをきちんと提案して

こないと、ただこういう状況で、ああそうですかという、子供の使いみたいな株主総会の

出方はやめたほうがいい。どういうふうな状況になっているか、それを１点お伺いした

い。

それから、新年度の収支計画書の３ページですけれども、例えば、入浴売上、前年プラ

ス１２０％というふうになっております。それから、その他の売り上げが１３１％になっ

ていますけれども、何か根拠があってこういう数字を上げているのか、それとも、単なる
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希望的観測なのか、その辺をお願いします。

岡村生田原総合支所長。○議長（前田篤秀君）

ただいまの御質問にお答えをさせていただきます。○生田原総合支所長（岡村 宏君）

１点目の経営の関係でございますけれども、取締役会には町としてだれも出席をしてお

りませんので、その議論の中身については確認ができません。それと、総会には私が出席

をさせていただいております。その席上、周りの株主さんからも、それと私のほうから

も、この中身については質問をすることはありませんでした。

それと、２点目の２４年度計画の関係でございますけれども、２４年度の事業計画につ

きましては、前年実績の１２０％、１１０％、それぞれ大きな数字を私のほうも総会議案

の中で見せていただきまして、正直大変大きな数字であるというふうに感じております。

ただ、それ以前の実績をずっと比較して見てみますと、平成２０年度のリーマンショック

以前の数字に戻っているような状況の計画であります。確かに、かなり頑張らなくてはな

りませんけれども、決して不可能な数字ではないと考えております。また、この目標に向

かって、総会の席上、職員一同モチベーションを上げて努力をしてまいりたいというふう

な、公社側の決意も発表されたところでございます。

また、本年４月以降、ガソリン価格等がわずかではございますけれども低下傾向にある

こと、また、５月の後半あたりから人の動きがかなりふえてきておりまして、客室が満室

になることも多くなってきているというような状況も聞いておりますので、２４年度の公

社の事業に期待をしているところでございます。

以上です。

荒井議員。○議長（前田篤秀君）

新年度の数字については、予想ですからこれはいいとして、前○１３番（荒井範明君）

年の決算書の中身、取締役会、遠軽町から出していないのはわかっていますけれども、株

主総会に出席して、経営の中身について株主として質問しなかったら無責任だというふう

に思いますよ。遠軽町が町民を代表して、財産を所有して株主総会に行っているわけです

から、ただ黙って総会の経過を聞いているのではなくて、町のために、町民の利益を代表

しているわけですから、経営の中身についてもっと突っ込んでしゃべってこなかったら意

味ないと思いますよ。

この中身を見たら、もう会社ではないですよ、これ。この議場にも関係株主もいらっ

しゃるので、余り強いことは言いたくないですけれども、貸借対照表を見てしようがない

かと思うかどうかですよ。遠軽町を代表して行っているのですから、もうちょっと町民の

利益を守る立場で物を言ってもらわないと、ただ出席しているだけだったら意味ないです

よ。その辺、去年も言ったはずなのですよね。こわもてする職員が株主総会に行ってこい

と言ったはずなのですけれども、何もしゃべれなかったら無責任のそしりを免れないでは

ないですか。理事者はどう思っていますか。

佐々木町長。○議長（前田篤秀君）
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昨年、責任ある職員を出したらどうかというのを質問されたと○町長（佐々木修一君）

いうことでございますけれども、それについて、私どもの担当のほうで責任ある職員だれ

という形は申しておりませんということですので、支所長がどこまでが責任ある職員かと

いうような議論が分かれるところでございますけれども、私のほうでは生田原支所長が責

任ある職員ということで出席させているということでございます。

その中で、総会について、支所長が責任を持って出席しているわけですから、総会の議

論の中を見ながらそこは判断して、言うべきことは言うのだろうし、また、周りの方もそ

の総会の中でいろいろな議論があると思いますが、そういった流れの中で発言をするとき

はするものというふうに思っております。

荒井議員。○議長（前田篤秀君）

理事者のお言葉ですけれども、責任ある立場の人間というの○１３番（荒井範明君）

は、遠軽町民の利益を代表した責任ある立場と言っていますから、行って出席すればいい

ということではなくて、出席して経営の中身について、もう少しこうしたらいい、ああし

たらいいとか、そういうことを発言してもらいたいという意味で責任ある職員というふう

に言っています。顔を出せばいいということではありませんので。

この貸借対照表を見て何も感じませんか。多少数字を分析してみたら、これはある程度

の人間だったらだれでもこれではだめだということは気がつくはずなのですけれども、そ

れを株主総会に行って、こういう資料を見せられて何も言わないで帰ってくるという、そ

の神経が私はわからない。もうことしは終わったからしようがないといっても、来年もあ

りますので、その辺はきちんと対応していただけませんか。いかがでしょう。

岡村生田原総合支所長。○議長（前田篤秀君）

確かに総会の席上、発言をしなかったというのは事○生田原総合支所長（岡村 宏君）

実でございます。ただ、公社の役員、支配人等とは週に何回も顔を合わせて意見交換をし

ておりますし、こういう経営状況の中でどうするのだと、こういう事業をやったらどうだ

とか、いろいろお話をさせていただいておりますので、日常的な交流の中でそれぞれ公社

の行うべき方向性について、町としての意見を申し上げているところでございます。

それと、先ほど一つ答弁を忘れたので、お許しを得てお話をさせていただきたいと思い

ますけれども、その他売り上げの１,５００万円につきまして、かなり多い数字となって

おります。ただ、現在、まだ４月、５月で約９５０万円程度の受注契約をしております

し、８月ころには４００万円程度の契約を結ぶ運びとなる予定と聞いております。また、

夏場にはアイスクリーム等の販売もできますので、それにより達成は可能というふうに考

えております。

なお、先ほど申し上げました、日常的に公社の役員と話をしている一端でございますけ

れども、ちゃちゃワールドの平成２３年度の入館者につきましては、大人は減少したもの

の、子供については横ばいで推移をしております。この結果、一定程度の需要があるとい

うふうに考えております。さらに、子供の入館者がふえることによって、大人の入館者も
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ふえるという要素が大きいことから、公社との協議、４月の末に行っておりますけれど

も、その中で子供向けの新たなイベント、それと子供さんがカプラの次に遊ばれるような

遊具についても早急に検討するよう指示をしているところでございます。

以上です。

ほかにございませんか。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

以上で、報告第１号株式会社生田原振興公社の経営状況報告についてを終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第５ 報告第２号

日程第５ 報告第２号株式会社遠軽農業振興公社の経営状況報告○議長（前田篤秀君）

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

安藤農政林務課長。

報告第２号株式会社遠軽農業振興公社の経営状況報告に○農政林務課長（安藤清貴君）

ついて、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、次のとおり御報告いたします。

別紙１が平成２３年度の事業報告書、別紙２が平成２４年度の事業計画書であります。

それでは、別紙１の第２２期（平成２３年度）事業報告書から御説明いたします。

事業期間は、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までであります。

１ページをお開き願います。

事業の概要について、要約して御報告いたします。

今期における原料となる農作物につきましては、天候の影響による品質等の心配もあり

ましたが、総体的には平年並みの収量を確保してございます。

農産物全体の取り扱い加工実績数量は、受託加工を除く計画加工数量に対し１０２.５

％となる数量を確保しております。

売上高につきましては、委託加工料を除き、対前期６５２万円の減の１億５,７１４万

円、経常利益では対前期２８２万円増の４２９万円となり、減収増益となっております。

町から受け入れの補助金１,４００万円につきましては、老朽化に伴う加工施設の改修

費用等に充当した結果、純資産額で対前期１４３万円増の７５５万円となり、債務超過の

さらなる解消が図られたところです。

また、公社の民営化につきましては、遠軽町とえんゆう農協を除く公社株式について、

えんゆう農協が額面価格で全株取得しております。

以上が、株式会社遠軽農業振興公社の今期における事業の概要でございます。

次に、２ページ、庶務の概要、３ページ、株主名簿及び役員名簿につきましては記載の

とおりでありますのでお目通し願います。

４ページをごらん願います。
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原料加工実績でありますが、ほうれん草からブロッコリーまで、公社独自加工分として

原料受け入れ実績で対計画９７.０％、９３万１,８４０キロ、加工数量では対計画１０

２.５％の５９万２,００７キロの実績となっております。

５ページは貸借対照表でありまして、資産の部より御説明いたします。

流動資産につきましては、現金及び預金から仮払金まで合わせて１億２,３０７万２,８

０３円、固定資産は、有形固定資産、無形固定資産、投資その他の資産合わせて５,７７

４万１,８３４円で、資産の部合計は１億８,０８１万４,６３７円であります。

次に、負債の部でありますが、流動負債は買掛金から支払給与まで合わせて１億７,１

２８万３,５７７円、固定負債が長期リース債務１９７万８,７２５円で、負債の部合計は

１億７,３２６万２,３０２円であります。

なお、借受金の１,１７３万４,０２７円につきましては、２３年度、２４年度の２カ年

で加工施設の改修計画をしていることから、２３年度町受け入れ補助金１,４００万円の

うち、施設改修費充当額を借受金として処理し、２４年度の施設改修費と合わせて町受け

入れ補助金として会計処理をすることとしています。

次に、純資産の部でありますが、株主資本７５５万２,３３５円、資本金５,０００万

円、利益余剰金、繰越利益余剰金が同額のマイナス４,２４４万７,６６５円となりまし

て、純資産の部合計が株主資本と同額の７５５万２,３３５円であります。これによりま

して、純資産の部合計は資産の部合計と同額の１億８,０８１万４,６３７円であります。

６ページをごらん願います。次に、損益計算書について御説明いたします。

売上高でありますが、売上高から売上値引戻り高まで１億７,１３３万７,２３４円、売

上原価は期首製品棚卸高から期末製品棚卸高まで１億４,４６０万７,７５５円となり、売

上総利益は２,６７２万９,４７９円となります。販売費及び一般管理費が２,３５８万４,

８７５円でありますので、差し引き３１４万４,６０４円が当期の営業利益であります。

営業外収益につきましては、受取利息から雑収入まで４０９万６４２円、営業外費用は支

払利息割引料で２９４万８,３５１円でありますので、差し引き４２８万６,８９５円が経

常利益となります。この経常利益と特別利益として固定資産売却益、受入補助金の額２６

８万４,７６９円を合わせた額から固定資産除却損、固定資産圧縮記帳損を合わせた特別

損失５３１万６,４１９円を差し引きますと、税引前当期純利益は１６５万５,２４５円と

なり、法人税及び住民税２２万４,５５０円を引いた額、１４３万６９５円が当期純利益

であります。

次に、７ページ、製造原価報告書、８ページ、販売費及び一般管理費明細書であります

が、説明は省略させていただきますのでお目通し願います。

９ページ、株主資本等変動計算書について御説明いたします。

株主資本の内訳は、資本金が５,０００万円、繰越利益余剰金の当期首残高がマイナス

４,３８７万８,３６０円で、当期変動額が１４３万６９５円でありますので、当期末残高

はマイナス４,２４４万７,６６５円となっております。株主資本の合計でありますが、当
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期首残高が６１２万１,６４０円で、当期変動額が１４３万６９５円でありますので、当

期末残高は７５５万２,３３５円となります。純資産合計の当期末残高も同額の７５５万

２,３３５円であります。

１０ページは監査報告でありますので、お目通し願います。

続きまして、別紙２、第２３期（平成２４年度）事業計画について御説明いたします。

事業期間は、平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの計画となっておりま

す。

１ページをお開き願います。

申しわけありませんが、ここで訂正をお願いいたします。

事業方針の文章の中で、上から２行目中ほどに、原材料並び輸送費用とありますが、原

材料並びの次に「に」を入れていただきたいと思います。原材料並びにです。抜けており

ましたので加えていただき、御訂正をお願いいたします。

それでは、事業方針について要約して御説明いたします。

第２３期につきましては、景気低迷の長期化や東日本大震災の影響が続いていることか

ら、コスト低減を図りながら取引先や消費者ニーズにこたえる製品製造に努めてまいりま

す。

原料となる、カボチャ、インゲン、枝豆につきましては、生産者と連携をとりながら優

良な原料の確保に努め、安全で安心な信頼される製品づくりを念頭に、さらなる販売数量

と販路の拡大に努めてまいります。

また、加工施設や各種機械、機具等についても老朽化が激しいことから、事故防止と事

業の効率化を図るため、昨年に引き続き計画的な整備を進めるとともに、本年度も経費節

減を図りながら経営の健全化に努めてまいります。

以上が、平成２４年度の事業方針であります。

２ページをごらん願います。原料加工計画書について御説明いたします。

今年度につきましては、チンゲン菜からその他ブロッコリーまで、原料数量を９５７.

２トン、加工数量を５６６.２トンを見込んでおり、受託加工につきましては、タマネギ

の原料処理量を６５０トン、加工数量を４７２.７トンを見込んでおります。

３ページは製造原価でありまして、材料費６,０５０万円、給与等の労務費４,７０５万

円、外注加工費２３０万円、消耗費から雑費まで製造経費が４,６６１万円でありまし

て、製造原価総額１億５,６４６万円の計画であります。

次のページをごらん願います。販売費及び一般管理費でありまして、業務委託管理費か

ら福利厚生費までの人件費９７６万円、消耗品費から雑費までの経費が１,３０６万円で

ありまして、販売費及び一般管理費総額２,２８２万円の計画であります。

次のページであります。見積損益計算書でありますが、純売上高は売上高、委託加工料

で１億８,６００万円、売上原価として当期製品製造原価１億５,６４６万円でありまし

て、差し引き売上純利益は２,９５４万円の見込みであります。販売費及び一般管理費を
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２,２８２万円と見込み、当期営業利益は６７２万円の計画であります。営業外収益は受

取利息を２万円、営業外費用の支払利息割引料を３５０万円とし、経常利益を３２４万円

と見込んでおります。特別利益につきましては、今年度、町からの受入補助金１,４００

万円と２３年度において借受金として会計処理をしました町補助金分１,１７３万４,００

０円を合わせた２,５７３万４,０００円とし、いずれも工場施設並びに機械、機具等の改

修費用に充当し、特別損失として同額を固定資産圧縮記帳損の処理をすることとしており

ます。税引前当期利益を経常利益と同額の３２４万円、法人税２０万６,０００円を見込

み、当期利益は３０３万４,０００円の計画であります。これによりまして、当期未処理

利益・損失は３０３万４,０００円を見込んでいるものであります。

以上で、株式会社遠軽農業振興公社の経営状況報告の説明を終わらせていただきます。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

荒井議員。

質問というより疑問です。答えを教えてくださいではありませ○１３番（荒井範明君）

んので。

前年の貸借対照表、６ページですけれども、ここに借受金とあります。これは当年度、

２４年度の特別利益につながるのですけれども、仮にも決算書ですから、仮勘定というの

はなじまないのですよ。以前もこういう話をしたときに、決算書ではなくて決算資料だと

いうふうな言い逃れみたいな答弁が過去にあったのですよ。それはそれとして、決算資料

には仮勘定になじまないというふうに、きっちり覚えておいてください。よろしくお願い

します。

安藤農政林務課長。○議長（前田篤秀君）

わかりました。○農政林務課長（安藤清貴君）

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

以上で、報告第２号株式会社遠軽農業振興公社の経営状況報告についてを終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第６ 報告第３号

日程第６ 報告第３号株式会社フォーレストパークの経営状況報○議長（前田篤秀君）

告についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤企画課長。

報告第３号株式会社フォーレストパークの経営状況について○企画課長（加藤俊之君）

御説明いたします。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、株式会社フォーレストパークの経営状

況を次のとおり報告いたします。
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別紙１が第１７期、平成２３年度の事業報告書で、別紙２が第１８期、平成２４年度の

事業計画書になっております。

次のページをお開き願いたいと思います。

別紙１の第１７期（平成２３年度）事業報告から御説明いたします。

事業期間につきましては、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まででござい

ます。

１ページをお開き願います。

平成２３年度事業報告につきましては、読み上げて報告といたします。

平成２３年度は、１２月４日から人工降雪作業を開始し、ゲレンデコースの準備を進

め、１２月１０日、バンビリフトから運行を開始し、平成２４年３月２５日をもって営業

を終了いたしました。

利用客の状況につきましては、昨年より早くオープンしたものの、その後、まとまった

降雪がなく全面滑走がおくれたことや、インフルエンザの流行により、昨年度を下回る結

果となりましたが、シーズンを通して風雪災害も少なく、ゲレンデコンディションがよ

かったことにより、大きな事故やけがもなくシーズンを終えることができました。

また、ことしはロッジのトイレを改修したことにより、利用者から大変喜ばれ、今後の

来場にもつながるよい結果を得ることができました。

営業実績概要につきまして申し上げます。

営業期間、平成２３年１２月１０日から平成２４年３月２５日まで。

営業日数、１０７日。

リフト利用者数、２２万９,６９５人。

売上高、２,４１７万２,４１０円。

二つ目といたしまして、平成２３年度売上げ実績表でございます。別表第１のとおりと

なってございます。

なお、実績表につきましては２ページに記載しておりますので、お目通しをお願いした

いと思います。

３ページにつきましては、株主名簿及び役員名簿でございますのでお目通しをお願いい

たします。

次に、４ページをお開き願いたいと思います。

４ページは貸借対照表でございます。

資産の部につきましては、流動資産は現金及び預金で５７６万７,６６２円、固定資産

は、有形固定資産、無形固定資産、投資その他資産を合わせて３,９２０万３１６円で、

資産の部合計は４,４９６万７,９７８円であります。

負債の部につきましては、流動負債は未払金、未払法人税等、預かり金、未払消費税と

合わせまして１０２万１,００８円で、負債の部合計も同額でございます。

純資産の部につきましては、株主資本は資本金、利益剰余金を合わせまして４,３９４
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万６,９７０円で、純資産の部合計も同額であります。

これによりまして、負債及び純資産の部合計は４,４９６万７,９７８円で、資産の部合

計と同額になります。

次に、５ページの損益計算書について御説明いたします。

純売上高につきましては、売上高２,４１７万２,４１０円、売上原価は当期商品仕入れ

高１０７万３,５１９円となり、売上総利益は２,３０９万８,８９１円になります。販売

費及び一般管理費に４,５０５万１,２１６円を要しておりますので、営業利益金額はマイ

ナス２,１９５万２,３２５円であります。営業外収益は、受取利息から施設受託料まで１

８２万３,４６０円、営業外費用は雑損失、施設委託費で６３万１,１９０円となっており

まして、経常利益金額はマイナス２,０７６万５５円となります。特別利益は、受取補助

金の２,８０５万２,０００円であります。特別損失は、固定資産圧縮損１,３９６万５,５

２５円であります。税引前当期純利益金額はマイナス６６７万３,５８０円となり、法人

税、住民税及び事業税が２０万６,０００円ありますので、当期純利益はマイナス６８７

万９,５８０円となっております。

６ページにつきましては、販売費及び一般管理費で記載のとおりでありますので、お目

通しをお願いいたします。

次に、７ページ、株主資本等変動計算書について御説明いたします。

株主資本の内訳は、前期末資本金は８,０００万円で、当期変動額がありませんので８,

０００万円が当期末残高となります。

当期変動額が発生しております繰越利益剰余金の当期変動額は、当期純利益がマイナス

６８７万９,５８０円で、前期末残高がマイナス２,９１７万３,４５０円でありますの

で、当期末残高はマイナス３,６０５万３,０３０円となります。

株主資本の合計は、資本金８,０００万円を加えました４,３９４万６,９７０円で、純

資産の合計も同額となります。

次に、８ページをお開き願います。

８ページの監査報告書につきましては記載のとおりでありますので、お目通しをお願い

いたします。

次に、別紙２をお開き願います。

別紙２の第１８期（平成２４年度）事業計画書について御説明いたします。

事業計画期間は、平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まででございます。

１ページをお開き願います。

平成２４年度事業計画につきましては読み上げて説明といたします。

平成２４年度事業計画。

１、事業。

人工降雪予定期間につきましては、平成２４年１２月４日から平成２５年１月１０日ま

で。
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人工降雪予定日数につきましては、２５日間。

営業予定期間につきましては、平成２４年１２月２２日から平成２５年３月２４日。

営業予定日数は９３日間。

営業予定時間につきましては、午前９時から午後９時まで。ナイター営業につきまして

は、午後４時３０分から午後９時まで。日没により開始の変更がございます。

利用見積人員につきましては２６万人でございます。ペアリフト１５万人、バンビリフ

ト１１万人。

売上げ見積は、リフト券１,９００万円、シーズン券５００万円、売店・レンタル等２

１０万円、合計２,６１０万円を予定してございます。

２番目の平成２４年度収支計画書、別表第２のとおりとなってございます。

平成２４年度収支計画書につきましては、次の２ページに記載しておりますのでお開き

願いたいと思います。

収入につきましては、リフト券・シーズン券から受取補助金まで合わせまして５,５３

０万８,０００円の計画でございます。

支出につきましては、商品仕入高から法人税・住民税まで合わせまして５,５０６万円

の計画であります。

収支差引合計２４万８,０００円の利益を見込んでおります。

以上で、株式会社フォーレストパークの経営状況報告の説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

以上で、報告第３号株式会社フォーレストパークの経営状況報告についてを終わりま

す。

１１時１５分まで暫時休憩します。

午前１１時０１分 休憩

──────────────

午前１１時１５分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎日程第７ 報告第４号

日程第７ 報告第４号平成２３年度遠軽町一般会計繰越明許費に○議長（前田篤秀君）

ついてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

報告第４号平成２３年度遠軽町一般会計繰越明許費について○財政課長（太田 守君）
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を御説明いたします。

平成２３年度遠軽町一般会計の繰越明許費につきましては、別紙のとおり翌年度に繰り

越したので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するものです。

別紙をお開き願います。

平成２３年度遠軽町一般会計繰越明許費繰越計算書。

６款農林水産業費、１項農業費の畜産担い手育成総合整備事業につきましては、金額

３,６９６万円を繰り越したもので、財源内訳は、未収入特定財源として、国道支出金が

２４２万５,０００円、その他が３,４５３万５,０００円です。

１１款災害復旧費、１項災害復旧費の上支湧別幹線更正橋災害復旧事業につきまして

は、金額５,８３４万円を繰り越したもので、財源内訳は、未収入特定財源として、国道

支出金が４,６６７万２,０００円、地方債が１,１６０万円、一般財源が６万８,０００円

です。

以上で、説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

以上で、報告第４号平成２３年度遠軽町一般会計繰越明許費についての報告を終わりま

す。

────────────────────────────────────

◎日程第８ 承認第１号から日程第１１ 承認第４号

日程第８ 承認第１号専決処分の承認を求めることについて（平○議長（前田篤秀君）

成２３年度遠軽町一般会計補正予算第１１号）、日程第９ 承認第２号専決処分の承認を

求めることについて（平成２３年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算第６号）、日程

第１０ 承認第３号専決処分の承認を求めることについて（平成２３年度遠軽町後期高齢

者医療特別会計補正予算第１号）、日程第１１ 承認第４号専決処分の承認を求めること

について（平成２３年度遠軽町介護保険特別会計補正予算第３号）を一括議題といたしま

す。

上程の順により、提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

承認第１号専決処分の承認を求めることについてを御説明い○財政課長（太田 守君）

たします。

平成２３年度遠軽町一般会計補正予算（第１１号）につきまして、地方自治法第１７９

条第１項の規定に基づき別紙のとおり専決処分をしましたので、同法第１７９条第３項の

規定により報告し、承認を求めるものです。

次のページをお開き願います。
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専決第１号、専決処分書について御説明いたします。

平成２３年度遠軽町一般会計補正予算（第１１号）につきまして、地方譲与税、地方消

費税交付金、地方交付税等の確定に伴い、平成２４年３月３１日付で専決処分を行ったも

ので、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７億３,４８７万９,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を１４３億２,２１１万４,０００円としたものであります。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

地方債の補正は、「第２表地方債補正」により御説明いたします。

次のページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

１款町税につきましては、１項町民税に３,４１１万４,０００円追加、２項固定資産税

に９６７万３,０００円追加、３項軽自動車税に１６２万６,０００円追加、４項たばこ税

に３,９９８万５,０００円追加、５項入湯税に１９万３,０００円追加、６項都市計画税

に１７８万９,０００円追加し、総額を２１億１１９万２,０００円としたものです。

２款地方譲与税につきましては、１項地方揮発油譲与税に６７４万２,０００円追加、

２項自動車重量譲与税に１,７２６万５,０００円追加し、総額を２億４００万７,０００

円としたものです。

３款利子割交付金につきましては１９８万４,０００円追加し、総額を６９８万４,００

０円としたものです。１項同額です。

４款配当割交付金につきましては１３５万１,０００円を追加し、総額を２３５万１,０

００円としたものです。１項同額です。

５款株式等譲渡所得割交付金につきましては１１万５,０００円を追加し、総額を６１

万５,０００円としたものです。１項同額です。

６款地方消費税交付金につきましては４７６万３,０００円を減額し、総額を２億２,５

２３万７,０００円としたものです。１項同額です。

７款自動車取得税交付金につきましては５６万２,０００円を減額し、総額を３,４４３

万８,０００円としたものです。１項同額です。

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては１１６万３,０００円を追加

し、総額を３５６万３,０００円としたものです。１項同額です。

９款地方特例交付金につきましては７６万７,０００円を追加し、総額を３,５７６万

７,０００円としたものです。１項同額です。

１０款地方交付税につきましては６億２,９８１万１,０００円を追加し、総額を７７億

１,３５０万８,０００円としたものです。１項同額です。

１１款交通安全対策特別交付金につきましては２６万９,０００円を追加し、総額を３

２６万９,０００円としたものです。１項同額です。

１４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金を２４万８,０００円減額し、総額
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を９億７,２５７万２,０００円としたものです。

１５款道支出金につきましては、１項道負担金を４５１万９,０００円減額し、総額を

４億９,６３０万５,０００円としたものです。

１６款財産収入につきましては、１項財産運用収入に６９万２,０００円追加し、総額

を４,３２６万３,０００円としたものです。

１７款寄附金につきましては３３７万３,０００円を追加し、総額を１,３２３万９,０

００円としたものです。１項同額です。

２０款諸収入につきましては、５項雑入を１４万１,０００円減額し、総額を１億２,２

６６万６,０００円としたものです。

２１款町債につきましては５８０万円を減額し、総額を１４億９,９２０万円としたも

のです。１項同額です。

これによりまして、歳入合計１３５億８,７２３万５,０００円に７億３,４８７万９,０

００円を追加し、総額を１４３億２,２１１万４,０００円としたものです。

次に、歳出について御説明いたします。

２款総務費につきましては、１項総務管理費に８億３,５１０万２,０００円を追加し、

総額を３９億４,５２６万円としたものです。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費を５,７１１万７,０００円減額し、総額を

２２億１,６３８万２,０００円としたものです。

８款土木費につきましては、１項土木管理費に２万９,０００円追加、２項道路橋りょ

う費を３,５０４万円減額し、総額を１７億４,３６９万９,０００円としたものです。

１０款教育費につきましては、１項教育総務費に１６０万６,０００円追加し、総額を

１０億６,９１９万４,０００円としたものです。

１２款公債費につきましては９７０万１,０００円減額し、総額を２４億９,２７３万

２,０００円としたものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計１３５億８,７２３万５,０００円に７億３,４８７万９,０

００円追加し、総額を歳入歳出同額の１４３億２,２１１万４,０００円としたものです。

次に、第２表地方債補正について御説明いたします。

地方債の変更につきましては、若松外４地区難視聴共同受信施設整備事業は、額の確定

により限度額４,４１０万円を４,１２０万円とするものです。

道路改良事業は、額の確定により、限度額１億２０万円を９,９２０万円とするもので

す。

消防車両整備事業は、額の確定により、限度額２,５７０万円を２,５６０万円とするも

のです。

公共土木施設災害復旧事業は、額の確定により、限度額４,２６０万円を４,０８０万円

とするものです。

なお、起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同様です。
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また、３０ページに地方債の前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する

調書を記載しておりますので、御参集を願います。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略しまして、３、歳出から御説明

いたします。

１４ページをお開き願います。

３、歳出。

２款総務費１項総務管理費５目財産管理費は、財源の振りかえです。

１５目基金運営費、基金運営事業８億３,５１０万２,０００円の追加は、地方交付税等

の増及び基金利子の確定並びに指定寄附金などによるものです。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、国民健康保険事業４,８３０万円の減

額は、国民健康保険特別会計の補正に伴うものです。

後期高齢者医療事業８８１万７,０００円の減額は、後期高齢者医療特別会計の補正に

伴うものです。

８款土木費１項土木管理費１目土木総務費、土木総務一般管理費２万９,０００円は、

土地開発基金利子の精査によるものです。

２款道路橋りょう費２目道路橋りょう維持費、除雪対策事業３,５０４万円の減額は、

消耗品費、道路除排雪業務委託料、排雪誘導警備業務委託料、雪捨場管理業務委託料及び

機械借上料の執行精査です。

３目道路橋りょう新設改良費は財源の振りかえです。

９款消防費１項消防費１目消防費は、財源の振りかえです。

１０款教育費１項教育総務費３目教育振興費、奨学資金貸付事業１６０万６,０００円

の追加は、指定寄附金及び基金利子の精査です。

１１款災害復旧費１項災害復旧費１目災害復旧費は、財源の振りかえです。

１２款公債費１項公債費２目利子、公債費償還利子９５８万９,０００円の減額は、町

債償還利子及び一時借入金利子の精査です。

３目公債諸費、公債費償還諸費１１万２,０００円の減額は、起債の借り入れ及び償還

に伴う手数料の精査です。

次に、歳入について御説明いたします。

８ページをお開き願います。

２、歳入。

１款町税１項町民税１目個人町民税１,０５０万９,０００円の追加は、現年課税分の追

加及び滞納繰越分の減額です。

２目法人町民税２,３６０万５,０００円は、現年課税分及び滞納繰越分の追加です。

２項固定資産税１目固定資産税９６７万３,０００円は、現年課税分及び滞納繰越分の

追加です。

３項軽自動車税１目軽自動車税１６２万６,０００円は、現年課税分及び滞納繰越分の
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追加です。

４項たばこ税１目町たばこ税３,９９８万５,０００円は、現年課税分の追加です。

５項入湯税１目入湯税１９万３,０００円は、現年課税分の追加です。

６項都市計画税１目都市計画税１７８万９,０００円は、現年課税分及び滞納繰越分の

追加です。

２款地方譲与税１項地方揮発油譲与税１目地方揮発油譲与税は、６７４万２,０００円

の追加です。

２項自動車重量譲与税１目自動車重量譲与税は１,７２６万５,０００円の追加です。

３款利子割交付金１項利子割交付金１目利子割交付金は、１９８万４,０００円の追加

です。

４款配当割交付金１項配当割交付金１目配当割交付金は、１３５万１,０００円の追加

です。

５款株式等譲渡所得割交付金１項株式等譲渡所得割交付金１目株式等譲渡所得割交付金

は、１１万５,０００円の追加です。

６款地方消費税交付金１項地方消費税交付金１目地方消費税交付金は、４７６万３,０

００円の減額です。

７款自動車取得税交付金１項自動車取得税交付金１目自動車取得税交付金は、５６万

２,０００円の減額です。

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金１項国有提供施設等所在市町村助成交付金１

目国有提供施設等所在市町村助成交付金は、１１６万３,０００円の追加です。

９款地方特例交付金１項地方特例交付金１目地方特例交付金は、７６万７,０００円の

追加です。

１０款地方交付税１項地方交付税１目地方交付税６億２,９８１万１,０００円は、普通

交付税及び特別交付税の追加です。

１１款交通安全対策特別交付金１項交通安全対策特別交付金１目交通安全対策特別交付

金は、２６万９,０００円の追加です。

１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金２４万８,０００円の減額は、

国民健康保険基盤安定負担金の減額です。

１５款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金４５１万９,０００円の減額は、国民

健康保険基盤安定負担金及び後期高齢者医療基盤安定拠出金負担金の減額です。

１６款財産収入１項財産運用収入２目利子及び配当金６９万２,０００円の追加は、基

金利子の確定によるものです。

１７款寄附金１項寄附金２目指定寄附金３２９万円の追加につきましては、３月３１日

までの寄附に係るものでありまして、社会福祉振興資金として南町３丁目、山口十三子様

から３万円、１条通北９丁目、村山求様から５万円、愛知県、酒井利勝様から１万円、文

化センター建設資金として大通北３丁目、佐藤ケイ子様から１０万円、合気道ゆかりの地
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入植１００年記念事業費として、湧別町、株式会社渡辺組様から１５０万円、奨学資金貸

付資金として、大通北３丁目、佐藤ケイ子様から１０万円、湧別町、株式会社渡辺組様か

ら１５０万円。

３目ふるさと納税寄附金８万３,０００円の追加につきましては、３月３１日までの寄

附に係るもので、ふるさと振興資金として、千葉県、田中敏文様から８万円、北広島市竹

内光子様から３,０００円、指定寄附金がありましたので、寄附者の御意志に沿いまして

予算措置をしたところです。

２０款諸収入５項雑入６目雑入１４万１,０００円の減額は、宝くじ交付金の確定によ

る減額です。

２１款町債１項町債１目総務債２９０万円の減額は、若松外４地区難視聴共同受信施設

整備事業債の精査です。

４目土木債１００万円の減額は、道路改良事業債の精査です。

５目消防債１０万円の減額は、消防車両整備事業債の精査です。

８目災害復旧債１８０万円の減額は、公共土木施設災害復旧事業債の精査です。

以上で、説明を終わります。

渡辺住民生活課長。○議長（前田篤秀君）

承認第２号専決処分の承認を求めることについてを御○住民生活課長（渡辺喜代則君）

説明いたします。

平成２３年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第６号）につきまして、地方自治

法第１７９条第１項の規定に基づき、別紙のとおり専決処分をしましたので、同法第１７

９条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。

次のページをお開き願います。

専決第２号、専決処分書について御説明いたします。

平成２３年度国庫支出金、医療給付費交付金、道支出金等の確定に伴い、平成２３年度

遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第６号）につきまして、平成２４年３月３１日付

で専決処分を行ったもので、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４,９４０

万円を減額し、歳入歳出予算の総額を２７億１５１万１,０００円としたものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

３款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金を５６５万円減額、２項国庫補助金に

１,２５９万円を追加し、総額を６億１,２０５万１,０００円としたものです。

４款医療給付交付金につきましては、２,３３８万３,０００円を追加し、総額を８,３

１１万６,０００円としたものです。１項同額です。

６款道支出金につきましては、１項道負担金を４００万７,０００円減額、２項道補助
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金を８７９万５,０００円減額し、総額を１億８２２万９,０００円としたものです。

７款共同事業交付金につきましては、１,８６２万１,０００円を減額し、総額を３億

２,１３４万４,０００円としたものです。１項同額です。

９款繰入金につきましては４,８３０万円を減額し、総額を３億３５万３,０００円とし

たものです。１項同額です。

これによりまして、歳入合計２７億５,０９１万１,０００円から４,９４０万円を減額

し、総額を２７億１５１万１,０００円としたものです。

次に、歳出について御説明いたします。

２ページをお開き願います。

２款保険給付費につきましては、１項療養諸費を４,６４０万円減額し、総額を１８億

２,６９７万７,０００円としたものです。

８款保健事業費につきましては、２項特定健康診査等事業費を３００万円減額し、総額

を１,６５２万２,０００円としたものです。

これによりまして、歳出合計２７億５,０９１万１,０００円から４,９４０万円を減額

し、総額を歳入歳出同額の２７億１５１万１,０００円としたものです。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略いたしまして、３、歳出から御

説明いたします。

１０ページをお開き願います。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、特定財源内の振りかえです。

２款保険給付費１項療養諸費１目一般被保険者療養給付費、一般被保険者療養給付費

４,４８０万円につきましては、医療給付費負担額実績による減額です。

３目一般被保険者療養費、一般被保険者療養費１６０万円につきましては、医療給付費

負担額実績による減額です。

２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費は、財源の振りかえです。

３款後期高齢者支援金等１項後期高齢者支援金等１目後期高齢者支援金は、財源の振り

かえです。

６款介護納付金１項介護納付金１目介護納付金は、財源の振りかえです。

７款共同事業拠出金１項共同事業拠出金１目高額医療共同事業交付金及び２目保険財政

共同安定化事業拠出金は、財源の振りかえです。

８款保健事業２項特定健康診査等事業１目特定健康診査等事業費、特定健康診査等事業

３００万円につきましては、支払額の確定による減額です。

次に、歳入について御説明いたします。戻りまして、６ページをお開き願います。

２、歳入。

３款国庫支出金１項国庫負担金１目療養給付費等負担金１６４万３,０００円の減額に

つきましては、療養給付費負担金２３６万３,０００円の追加及び後期高齢者支援金負担
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金４００万６,０００円の減額は、交付額の決定による減額です。

２目高額療養費共同事業負担金４００万７,０００円につきましては、交付額の決定に

よる減額です。

２項国庫補助金１目財政調整交付金１,２４３万７,０００円の追加につきましては、普

通調整交付金３,７７５万７,０００円の追加及び特別調整交付金２,５３２万円の減額

は、交付額の決定による追加です。

３目高齢者医療制度円滑運営事業補助金１５万３,０００円につきましては、交付金の

決定による追加です。

４款療養給付費交付金１項療養給付費交付金１目療養給付費交付金２,３３８万３,００

０円につきましては、交付額の決定による追加です。

６款道支出金１項道負担金１目高額医療費共同事業負担金４００万７,０００円につき

ましては、交付額の決定による減額です。

２項道補助金１目財政調整交付金８７９万５,０００円の減額につきましては、北海道

普通調整交付金１,２０９万７,０００円の減額及び北海道特別調整交付金３３０万２,０

００円の追加は、交付額の決定による減額です。

７款共同事業交付金１項共同事業交付金１目高額医療費共同事業交付金１,８９１万６,

０００円につきましては、交付額の決定による追加です。

２目保険財政共同安定化事業交付金３,７５３万７,０００円につきましては、交付額の

決定による減額です。

９款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金４,８３０万円の減額につきまして

は、保険基盤安定繰入金２９６万１,０００円の減額及びその他一般会計繰入金４,５３３

万９,０００円の減額は、繰入金額の確定による減額です。

以上で説明を終わります。

渡辺住民生活課長。○議長（前田篤秀君）

承認第３号専決処分の承認を求めることについてを御○住民生活課長（渡辺喜代則君）

説明いたします。

平成２３年度遠軽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につきまして、地方自

治法第１７９条第１項の規定に基づき、別紙のとおり専決処分をしましたので、同法第１

７９条第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。

次のページをお開き願います。

専決第３号、専決処分書について御説明いたします。

後期高齢者医療保険料等の増額による一般会計繰入金の減額に伴い、平成２３年度遠軽

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につきまして、平成２４年３月３１日付で

専決処分を行ったものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。
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１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入を御説明いたします。

１款後期高齢者医療保険料につきましては６５８万９,０００円を追加し、総額を１億

８,４８３万１,０００円としたものです。１項同額です。

３款広域連合交付金につきましては１４万８,０００円を追加し、総額を１４万９,００

０円としたものです。１項同額です。

４款繰入金につきましては８８１万７,０００円を減額し、総額を７,５４２万３,００

０円としたものです。１項同額です。

５款繰越金につきましては２０８万円を追加し、総額を２０８万１,０００円としたも

のです。１項同額です。

これによりまして、歳入合計は補正前と同額の２億６,２４９万１,０００円です。

なお、歳出につきましては補正がありません。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略しまして、３、歳出から御説明

いたします。

８ページをお開き願います。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、特定財源内の振りかえです。

２款後期高齢者医療広域連合納付金１項後期高齢者医療広域連合納付金１目後期高齢者

医療広域連合納付金は、財源の振りかえです。

次に、歳入について御説明いたします。戻りまして、６ページをお開き願います。

２、歳入。

１款後期高齢者医療保険料１項後期高齢者医療保険料１目後期高齢者医療保険料６５８

万９,０００円の追加につきましては、現年度分保険料６３３万９,０００円及び滞納繰越

分保険料２５万円は、保険料の確定による追加です。

３款広域連合交付金１項広域連合交付金１目後期高齢者医療特別対策交付金１４万８,

０００円につきましては、交付額の決定による追加です。

４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金８８１万７,０００円の減額につきま

しては、保険基盤安定繰入金２０２万７,０００円及びその他一般会計繰入金６７９万円

は、繰入金額の確定による減額です。

５款繰越金１項繰越金１目繰越金２０８万円につきましては、前年度繰越金の確定に伴

う追加です。

以上で説明を終わります。

松橋保健福祉課長。○議長（前田篤秀君）

承認第４号専決処分の承認を求めることについてを御説○保健福祉課長（松橋行雄君）

明します。

平成２３年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）について、地方自治法第１７
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９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同法第１７９条第３項の規定

により報告し、承認を求めるものです。

次のページをお開き願います。

専決第４号、専決処分書について御説明いたします。

平成２３年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、基金利子の増額に伴い、

平成２４年３月３１日付で専決処分を行ったものです。

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１３億９,１３３万８,０００円とするものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の１、歳入から御説明いたします。

１、歳入。

７款財産収入につきましては２,０００円を追加し、総額を９万５,０００円とするもの

です。１項同額です。

これによりまして、歳入合計１３億９,１３３万６,０００円に２,０００円を追加し、

総額を１３億９,１３３万８,０００円とするものです。

次に、歳出について御説明いたします。２ページ目をお開き願います。

２、歳出。

４款基金積立金につきましては、１項基金積立金に２,０００円を追加し、総額を９万

５,０００円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計１３億９,１３３万６,０００円に２,０００円を追加し、

総額を１３億９,１３３万８,０００円とするものです。

次に、歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略し、３、歳出から御説明いたしま

す。

８ページをお開き願います。

３、歳出。

４款基金積立金１項基金積立金１目基金積立金２,０００円につきましては、介護給付

準備基金利子積立に伴う追加です。

次に、歳入について御説明いたします。

６ページをお開き願います。

２、歳入。

７款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金２,０００円につきましては、介護

給付準備基金利子の追加です。

以上で説明を終わります。

これより、一括上程いたしました承認４件の質疑を行います。○議長（前田篤秀君）
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質疑は、各案件ごとに行います。

これより、承認第１号の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

２款総務費、１４ページから１５ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款民生費、１６ページから１７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

８款土木費、１８ページから２１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

９款消防費、２２ページから２３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１０款教育費、２４ページから２５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１１款災害復旧費、２６ページから２７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１２款公債費、２８ページから２９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１款町税、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

２款地方譲与税、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款利子割交付金、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款配当割交付金、８ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

５款株式等譲渡所得割交付金、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款地方消費税交付金、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

７款自動車取得税交付金、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金、１０ページから１１○議長（前田篤秀君）

ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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９款地方特例交付金、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１０款地方交付税、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１１款交通安全対策特別交付金、１０ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１４款国庫支出金、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１５款道支出金、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１６款財産収入、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１７款寄附金、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

２０款諸収入、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

２１款町債、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、第２表、地方債補正、４ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第１号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、承認第２号の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

１款総務費、１０ページから１１ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

２款保険給付費、１２ページから１５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款後期高齢者支援金等、１６ページから１７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款介護納付金、１８ページから１９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

７款共同事業拠出金、２０ページから２１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

８款保健事業費、２２ページから２３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）
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次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

３款国庫支出金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款療養給付費交付金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款道支出金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

７款共同事業交付金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

９款繰入金、６ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第２号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、承認第３号の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

１款総務費、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１０ページから１１ペー○議長（前田篤秀君）

ジ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１款後期高齢者医療保険料、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款広域連合交付金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款繰入金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

５款繰越金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第３号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、承認第４号の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

４款基金積立金、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）
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７款財産収入、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第４号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

これより、一括上程した承認４件を採決いたします。

採決は、上程の順より各案件ごとに行います。

これより、承認第１号専決処分の承認を求めることについて（平成２３年度遠軽町一般

会計補正予算第１１号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり承認されました。

次に、承認第２号専決処分の承認を求めることについて（平成２３年度遠軽町国民健康

保険特別会計補正予算第６号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり承認されました。

次に、承認第３号専決処分の承認を求めることについて（平成２３年度遠軽町後期高齢

者医療特別会計補正予算第１号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり承認されました。

次に、承認第４号専決処分の承認を求めることについて（平成２３年度遠軽町介護保険

特別会計補正予算第３号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり承認されました。

昼食のため午後１時まで暫時休憩いたします。

午前１１時５７分 休憩

──────────────

午後 ０時５９分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎日程第１２ 諮問第１号
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日程第１２ 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてを議○議長（前田篤秀君）

題といたします。

提出者の説明を求めます。

佐々木町長。

諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦について御説明いたしま○町長（佐々木修一君）

す。

人権擁護委員湯淺正邦氏が平成２４年９月３０日をもって任期満了となるため、後任の

候補者を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求め

るものであります。

住所、遠軽町生田原安国３５０番地１０。

氏名、湯淺正邦。

生年月日、昭和１４年６月１日であります。

湯淺正邦氏は、人格、識見ともに高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解

のある方でありますので、人権擁護委員候補者としまして推薦いたしたく、議会の意見を

求めるものであります。

なお、御本人の略歴につきましては、別紙の参考資料を御参照いただきたいと思いま

す。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり同意することに決定いたしました。

────────────────────────────────────

◎日程第１３ 議案第１号

日程第１３ 議案第１号表彰についてを議題といたします。○議長（前田篤秀君）

提出者の説明を求めます。

寒河江総務課長。

議案第１号表彰について御説明いたします。○総務課長（寒河江陽一君）

遠軽町表彰条例第２条の規定により、次のとおり表彰したく議会の議決を求めるもので

あります。

１としまして、遠軽町表彰条例第２条第３号ウに該当いたします社会功労といたしまし
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て、遠軽町生田原２７５番地１、奥山擴様から、まちづくり振興資金といたしまして３０

万円の御寄附をいただいたものであります。

２としまして、遠軽町表彰条例第２条第３号エに該当いたします社会功労でありまし

て、湧別町中湧別南町９２９番地１、株式会社渡辺組様から奨学資金貸付資金及び合気道

ゆかりの地入植１００年記念事業費といたしまして、３００万円の御寄附をいただいたも

のであります。

以上、２件の個人、法人につきまして、遠軽町表彰条例に基づき表彰したく提案するも

のであります。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第１号表彰についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１４ 議案第２号

日程第１４ 議案第２号社名淵外５辺地に係る総合整備計画を定○議長（前田篤秀君）

めることについてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤企画課長。

議案第２号社名淵外５辺地に係る総合整備計画を定めること○企画課長（加藤俊之君）

について御説明いたします。

辺地における住民の生活文化水準の他地域との格差是正を図る目的で制定されました辺

地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律に基づき、公共

的施設を整備しようとする市町村は総合計画を定め、議会の議決を経て総務大臣に提出す

ることになってございます。

このたび、社名淵外５辺地に係る平成２４年度から２８年度までの総合整備計画を定め

たいことから、同法第３条第１項の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。

なお、同法第３条第４項の規定に基づく北海道との協議につきましては、平成２４年５

月２５日付で終えているものでございます。

それでは、別紙総合整備計画書について御説明いたします。

なお、参考資料といたしまして、社名淵外５辺地に係る総合整備計画図をつけておりま
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す。

では、次のページをお開き願いたい思います。

１の辺地の概況についてでありますが、辺地を構成する町村または字の名称について

は、辺地を構成する区域を紋別郡遠軽町千代田、社名淵、美山、若松、白竜、見晴の６地

域としております。

地域の中心の位置につきましては、この辺地区域内におきまして宅地単価の最も高い地

点とすることとされていることから、紋別郡遠軽町社名淵８５番地１、町営バス社名淵停

車場付近でございます。

３番目、辺地度点数につきましては、同法施行規則に基づきまして、公共施設等への距

離ですとかバスの往復回数などから辺地度点数を算出した結果、１５９点との結果となっ

たものでございます。

なお、同法によります特別措置を受けるためには、この点数が１００点以上となること

が要件となってございます。

続きまして２番目、公共的施設の整備を必要とする事情についてでありますが、整備を

必要としている施設を道路施設としてございます。具体的な事情を御説明申し上げます

と、町道社名淵原野道路阿部橋は、社名淵地域と美山地域を結ぶ道路にかかる橋でありま

して、地域住民の通行はもとより、特に農林業が基幹産業であります当該地域において

は、トラクターや収穫機械を初めとする作業機械の通行が多く、農林業従事者にとっては

重要な橋であります。

しかしながら、近年、農業用機械の大型化などを背景に、阿部橋の幅員が本地域の主要

農機械の大きさに対しまして十分な広さを確保できていないことから、現状では地覆に乗

り上げながら通行する非常に危険な状態となっております。

農林業従事者を初め、地域住民の通行の安全を確保するためにも、幅員の拡幅整備が必

要となっております。

次に３番目、公共的施設の整備計画についてでありますが、これは平成２４年度から平

成２８年度の５カ年分の計画でございます。

計画にあります社名淵原野道路阿部橋架替工事負担金事業につきましては、事業主体が

北海道、事業費が３,６００万円でございます。

事業期間につきましては、平成２４年度から２５年度までの２カ年で実施する予定でご

ざいます。

事業内容といたしましては、北海道発注のサナブチ川河川改修事業に伴い、社名淵原野

道路阿部橋の架設を補償として北海道が行うことになったものでございますが、補償範囲

が現況幅員までとなっていることから、主要農機械の通行が可能な幅員まで拡幅するため

の事業費を町が負担するものでございます。

現況３メートルの幅員を、改良後５メートルの幅員にするものでございます。

事業箇所につきましては、参考資料の総合整備計画図でお示しした箇所となります。
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事業実施に係ります財源につきましては、今回、辺地総合整備計画を策定することによ

りまして、事業費３,６００万円全額につきまして辺地対策事業債を充当することが可能

となります。

なお、事業費につきましては、予定額で確定金額ではございません。また、辺地対策事

業債につきましては、充当が確実なものではなく、他の起債等で対応することもあります

ことを御理解いただきたいと思います。

以上で、議案第２号について説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第２号社名淵外５辺地に係る総合整備計画を定めることについてを採決

いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１５ 議案第３号

日程第１５ 議案第３号遠軽町行政組織条例の一部改正について○議長（前田篤秀君）

を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

寒河江総務課長。

議案第３号遠軽町行政組織条例の一部改正について御説明○総務課長（寒河江陽一君）

いたします。

外国人登録法の廃止に伴い、遠軽町行政組織条例の一部を改正したく議会の議決を求め

るものであります。

それでは、次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町行政組織条例の一部を改正する条例。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料、新旧対照表により御説明いた

します。

第２条民生部の項第６号中「、戸籍及び外国人登録」を「及び戸籍」に改めるものであ

ります。

以上で、参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この条例は平成２

４年７月９日から施行する。

以上で説明を終わります。
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これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第３号遠軽町行政組織条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１６ 議案第４号

日程第１６ 議案第４号遠軽町印鑑条例の一部改正についてを議○議長（前田篤秀君）

題といたします。

提出者の説明を求めます。

渡辺住民生活課長。

議案第４号遠軽町印鑑条例の一部改正につきまして御○住民生活課長（渡辺喜代則君）

説明いたします。

外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の一部改正に伴い、遠軽町印鑑条例の一部を改

正したく議会の議決を求めるものであります。

それでは、次のページをお開き願います。

遠軽町印鑑条例の一部を改正する条例。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページの参考資料、新旧対照表により御説明いた

します。

第２条第１項中「法律第８１号」の次に「。以下「法」という。」を加え、「又は外国

人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基づき本町の外国人登録原票に登録されている

者」を削る。

第４条第３項第１号中「、外国人登録証明書若しくは」を「又は」に、「はり付け」を

「貼り付け」に改める。

第５条の見出し中「拒否」を「印鑑の制限」に改め、同条中「拒否するものとする」を

「することができない」に改め、同条第１号を、「住民基本台帳に記録されている氏名、

氏若しくは通称（住民基本台帳法施行令（昭和４２年政令第２９２号）第３０条の２６第

１項に規定する通称をいう。以下同じ。）又は氏名若しくは通称の一部を組み合わせたも

ので表していたいもの」に改め、同条第２号中「氏名」の次に「又は通称」を加え、同条

に次の１項、「第２項、前項第１号及び第２号の規定にかかわらず、町長は、外国人住民

（法第３０条の４５に規定する外国人住民をいう。以下同じ。）のうち非漢字圏の外国人

住民が住民票の備考欄に記録されている氏名の片仮名表記又はその一部を組み合わせたも
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ので表されている印鑑により登録を受けようとする場合には、当該印鑑を登録することが

できる」を加える。

第６条第３号中「氏名」の次に「（外国人住民に係る住民票に通称が記録されている場

合にあっては、氏名及び通称）」を加え、同条中第７号を第８号とし、第６号の次に「第

７号、外国人住民のうち非漢字圏の外国人住民が住民票の備考欄に記録されている氏名の

片仮名表記又はその一部を組み合わせたもので表されている印鑑により登録を受ける場合

にあっては、当該氏名の片仮名表記」を加える。

第１２条第１項第１号中「外国人登録原票から抹消されたとき」を「外国人住民にあっ

ては、法第３０条の４５の表の上欄に掲げる者でなくなったとき（日本の国籍を取得した

場合を除く。）」に改め、同項第３号中「名」の次に「（外国人にあっては、通称又は氏

名の片仮名表記を含む。）」を加える。

第１３条第１項第１号中「氏名」の次に「（外国人住民に係る住民票に通称が記録され

ている場合にあっては、氏名及び通称）」を加え、同項第４号の次に「第５号、外国人住

民のうち非漢字圏の外国人住民が住民票の備考欄に記録されている氏名の片仮名表記又は

その一部を組み合わせたもので表されている印鑑により登録を受ける場合にあっては、当

該氏名の片仮名表記」を加えるものであります。

以上で、参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この条例は平成２

４年７月９日から施行する。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第４号遠軽町印鑑条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１７ 議案第５号

日程第１７ 議案第５号遠軽町手数料条例の一部改正についてを○議長（前田篤秀君）

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

渡辺住民生活課長。

議案第５号遠軽町手数料条例の一部改正につきまして○住民生活課長（渡辺喜代則君）

御説明いたします。
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外国人登録法の廃止に伴い、遠軽町手数料条例の一部を改正したく議会の議決を求める

ものであります。

それでは、次のページをお開き願います。

遠軽町手数料条例の一部を改正する条例。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料、新旧対照表により御説明いた

します。

別表１中、第１７項及び１８項を削り、第１９項を第１７項とし、以下、第２０項から

第３７項までを２項ずつ繰り上げるものであります。

以上で参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この条例は平成２４

年７月９日から施行する。

以上で、説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第５号遠軽町手数料条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

渡辺住民生活課長。

大変失礼しました。○住民生活課長（渡辺喜代則君）

遠軽町印鑑条例の一部を改正する条例の説明の中で、附則につきまして説明が抜けてい

る点がございましたので、追加して説明させていただきます。

附則２、町長は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日においてこの

条例による改正前の遠軽町印鑑条例第２条第１項の規定に基づき印鑑の登録を受けていた

外国人（以下「外国人印鑑登録者」という。）であって、施行日においてこの条例による

改正後の遠軽町印鑑条例第２条第１項の規定に該当しないことにより印鑑の登録を受ける

ことができないこととなるものに係る当該印鑑の登録については、施行日において職権で

当該印鑑の登録を抹消するものとする。この場合において、町長は、当該印鑑の登録を受

けていた者に対して、その旨を通知するものとする。

３、町長は、外国人印鑑登録者であって、施行日において住民基本台帳法の一部を改正

する法律（平成２１年法律第７７号）附則第４条第１項の規定に基づき住民票が作成され

るものについて、当該住民票が作成されたことに伴い、印鑑登録原票に登録すべき事項に

変更が生じたときは、施行日において職権で当該印鑑登録原票を修正するものとする。

以上であります。
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今、渡辺住民生活課長からありましたけれども、何か質疑ありま○議長（前田篤秀君）

すか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようでございます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎日程第１８ 議案第６号

日程第１８ 議案第６号遠軽町町民投票条例の一部改正について○議長（前田篤秀君）

を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤企画課長。

議案第６号遠軽町町民投票条例の一部改正につきまして御説○企画課長（加藤俊之君）

明いたします。

外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の一部改正に伴い、外国人の被登録資格におけ

る根拠法を変更する必要があることから、本条例の一部を改正するものであります。

別紙をお開き願いたいと思います。

遠軽町町民投票条例の一部を改正する条例。

遠軽町町民投票条例の一部を次のように改正する。

次のページ、参考資料、新旧対照表により御説明申し上げます。

被登録資格、第１０条第２号、「年齢満１８年以上の永住外国人、遠軽町に引き続き３

月以上住所を有する者（外国人登録法第４条第１項に規定する外国人登録原票に登録され

ている居住地が遠軽町にあり、かつ、同項の登録日（同法第８条第１項の申請に基づく同

条第６号の居住地変更の登録を受けた場合には、当該申請の日）から３月以上経過してい

る者に限る。）であって、規則で定めるところにより、文書で選挙管理委員会に登録を申

請したもの」を、「年齢満１８年以上の永住外国人、その者に係る遠軽町の住民票が作成

された日（他の市町村から遠軽町に住所を移した者で住民基本台帳法第２２条の規定によ

り届出をしたものについては、当該届出をした日）から引き続き３月以上遠軽町の住民基

本台帳に記録されている者」に改めるものであります。

以上で、参考資料の説明を終わります。

別紙に戻りまして、附則といたしまして、施行期日、この条例は平成２４年７月９日か

ら施行する。

経過措置といたしまして、この条例の施行日の前日において、外国人登録原票に登録さ

れている居住地が遠軽町にあった者であって、施行日から引き続き遠軽町の住民基本台帳

に記録されているものに対する改正後の遠軽町町民投票条例第１０条第２号の規定の適用

については、施行日の前日まで引き続き外国人登録原票に登録されている居住地が遠軽町

にあった期間を遠軽町の住民基本台帳に記録されている期間に通算する。

以上で説明を終わります。
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これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第６号遠軽町町民投票条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１９ 議案第７号

日程第１９ 議案第７号遠軽町公共下水道条例の一部改正につい○議長（前田篤秀君）

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

岸野水道課長。

議案第７号遠軽町公共下水道条例の一部改正についてを御説○水道課長（岸野博美君）

明いたします。

外国人登録法の廃止及び社団法人日本下水道協会北海道地方支部の名称変更に伴い、本

条例の一部を改正するものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町公共下水道条例の一部を改正する条例は、遠軽町公共下水道条例の一部を次のよ

うに改正するものであります。

改正の内容につきましては、次のページの参考資料、新旧対照表により御説明いたしま

す。

第７条の２は、排水設備工事指定業者の申請に必要な書類をうたっておりますが、外国

人登録法の廃止に伴い、第３項第４号に規定しております「又は外国人登録原票の写し若

くは登録原票に登録した事項に関する証明書」の文言を削除するものであります。

第７条の６は排水設備工事指定業者の資格要件のうち、責任技術者の資格をうたってお

りますが、第１項に規定しております資格認定団体の名称変更に伴い、「社団法人日本下

水道協会北海道地方支部」を「北海道地方下水道協会」に改めるものであります。

前のページに戻りまして、附則の施行日について御説明いたします。

この条例中、第７条の６第１項の改正規定は公布の日から、第７条の２第３項第４号の

改正規定は、平成２４年７月９日から施行するものであります。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）
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質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第７号遠軽町公共下水道条例の一部を改正する条例についてを採決いた

します。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第２０ 議案第８号

日程第２０ 議案第８号財産の取得について（平成２４年度生田○議長（前田篤秀君）

原診療所備品購入その２）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

岩山情報管財課長。

議案第８号財産の取得について御説明いたします。○情報管財課長（岩山靖彦君）

遠軽町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定

により、次の財産を取得することについて議会の議決を求めるものである。

取得の目的は、平成２４年度生田原診療所備品購入その２であります。

取得する財産は、骨塩量測定装置一式、心電計検査装置一式であります。

取得方法は指名競争入札でありまして、取得価格は９１８万７,５００円であります。

取得相手方は、北見市卸町１丁目１０番地５、三好メディカル株式会社、代表取締役松

田健治であります。

この財産の取得につきましては、５月２８日、大槻理化学株式会社、株式会社ムトウ、

三好メディカル株式会社、株式会社常光の４社により指名競争入札を行い、三好メディカ

ル株式会社が９１８万７,５００円で落札しております。

納期につきましては、平成２４年７月２７日を予定しているところであります。

三好メディカル株式会社とは、同日、仮契約を締結しております。

以上で、議案の説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第８号財産の取得について（平成２４年度生田原診療所備品購入その

２）を採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第２１ 議案第９号

日程第２１ 議案第９号財産の取得について（平成２４年度１３○議長（前田篤秀君）

ｔ級除雪ドーザ購入）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

岩山情報管財課長。

議案第９号財産の取得について御説明いたします。○情報管財課長（岩山靖彦君）

遠軽町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定

により、次の財産を取得することについて議会の議決を求めるものであります。

取得の目的は、平成２４年度１３ｔ級除雪ドーザ購入であります。

取得する財産は、除雪ドーザ１台であります。

取得方法は指名競争入札でありまして、取得価格は１,２１５万９,０００円でありま

す。

取得相手方は、北広島市大曲中央１丁目２番地２、北海道川重建機株式会社、代表取締

役大滝幹夫であります。

この財産の取得につきましては、１３ｔ級の除雪ドーザでありまして、５月２８日、共

栄自動車工業株式会社、北海道川重建機株式会社、株式会社佐渡自動車整備工場、有限会

社遠藤モータース、合資会社吾妻モータース、有限会社国枝モータース、キャタピラー

イーストジャパン株式会社の７社により指名競争入札を行い、北海道川重建機株式会社が

１,２１５万９,０００円で落札をしております。

納期につきましては、平成２４年１０月３１日を予定しているところでございます。

なお、北海道川重建機株式会社とは、同日、仮契約を締結しております。

以上で、説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第９号財産の取得について（平成２４年度１３ｔ級除雪ドーザ購入）を

採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────
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◎日程第２２ 議案第１０号

日程第２２ 議案第１０号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算○議長（前田篤秀君）

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

議案第１０号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第２○財政課長（太田 守君）

号）について御説明いたします。

平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第２号）につきましては、既定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ１,８６１万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１３

６億６,７７９万７,０００円とするものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

１２款分担金及び負担金につきましては、２項負担金に８２万６,０００円を追加し、

総額を２億２,４８０万円とするものです。

１４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金を１,１９９万５,０００円減額、３

項委託金に２０８万６,０００円追加し、総額を７億３,５５７万１,０００円とするもの

です。

１５款道支出金につきましては、１項道負担金に５９９万６,０００円追加、２項道補

助金に１０２万９,０００円追加、３項委託金に３５万７,０００円追加し、総額を４億

５,８６８万９,０００円とするものです。

１７款寄附金につきましては９０万５,０００円追加し、総額を９３万５,０００円とす

るものです。１項同額です。

１８款繰入金につきましては１５０万円追加し、総額を１億７４３万４,０００円とす

るものです。１項同額です。

１９款繰越金につきましては１,７６０万８,０００円追加し、総額を６,７６０万８,０

００円とするものです。１項同額です。

２０款諸収入につきましては、５項雑入に３０万円を追加し、総額を９,２１２万６,０

００円とするものです。

これによりまして、歳入合計１３６億４,９１８万５,０００円に１,８６１万２,０００

円を追加し、総額を１３６億６,７７９万７,０００円とするものです。

次に、歳出について御説明いたします。

２款総務費につきましては２４０万５,０００円追加し、総額を２７億１,８８５万円と

するものでございます。１項同額です。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費に４２万円追加、２項児童福祉費に１０２
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万９,０００円追加し、総額を２８億９,７９７万３,０００円とするものです。

４款衛生費につきましては、１項保健衛生費に３６０万３,０００円追加、２項清掃費

に１７０万１,０００円追加し、総額を１０億３,３５５万７,０００とするものです。

６款農林水産業費につきましては、２項林業費に２００万円追加し、総額を３億８,２

６０万５,０００円とするものです。

７款商工費につきましては２７１万５,０００円追加し、総額を３億６,０１８万２,０

００円とするものです。１項同額です。

９款消防費につきましては４０２万１,０００円追加し、総額を１０億１,６１７万円と

するものです。１項同額です。

１０款教育費につきましては、２項小学校費に１８万９,０００円追加、３項中学校費

に３０万円追加、７項保健体育費に２２万９,０００円を追加し、総額を９億７,３２６万

８,０００円とするものです。

これによりまして、歳出合計１３６億４,９１８万５,０００円に１,８６１万２,０００

円を追加し、総額を歳入歳出同額の１３６億６,７７９万７,０００円とするものです。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略しまして、３、歳出から御説明

いたします。１０ページをお開き願います。

３、歳出。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、総務一般経費１５０万円につきましては、

指定寄附金に係る合気道ゆかりの地入植１００年記念事業実行委員会補助金の追加です。

財源は、平成２３年１１号補正で歳入計上済みです。

職員研修事業３０万円につきましては、地域づくり職員研修会講師謝礼金でありまし

て、北海道市町村振興協会の支援事業を活用し、職員研修会を開催するもので、財源は全

額雑入に計上しています。

１５目基金運営費基金運営事業６０万５,０００円につきましては、指定寄附金６件に

よるまちづくり振興基金積立金の追加です。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、国民年金事業４２万円につきまして

は、税制改正に伴う国民年金保険料免除基準等の改正による国民年金システム改修業務委

託料です。財源は全額国庫支出金です。

２項児童福祉費２目児童措置費、子ども手当支給事業２億６９６万４,０００円の減額

につきましては、児童手当法の一部改正に伴い、平成２４年４月以降は子ども手当から児

童手当となることから、新たな事業として児童手当支給事業に予算の移動を行うもので

す。本年６月支給分は、本年２月から５月分を支給することから、改正前の２月、３月分

は子ども手当として子ども手当支給事業から支給し、４月分以降の児童手当の支給に係る

旅費、需用費及び扶助費を児童手当支給事業へ振りかえるものです。

児童手当支給事業２億７９９万３,０００円につきましては、児童手当法の一部改正に

伴い、子ども手当支給事業から旅費、需用費及び扶助費を振りかえたもので、委託料１０
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２万９,０００円については、児童手当法の一部改正に伴い必要となる児童手当システム

改修業務委託料を新たに計上するものです。

４款衛生費１項保健衛生費５目診療所費、歯科診療所運営事業３６０万３,０００円に

つきましては、丸瀬布及び白滝診療所の診療業務は、本年３月まで歯科医１名により診療

業務を行っていましたが、４月から新たに招聘した歯科医及び歯科助手２名の３名体制に

より診療業務を実施しており、今後、効率的な診療業務を図るため、老朽化した医療機器

等の修繕及び更新にかかるもので、歯科診療所医師・看護師報償費７万円は、歯科助手２

名の採用により当初予算から不足する１名分を追加、修繕料１２７万３,０００円は歯科

医師住宅の外壁及び換気口等の修繕、丸瀬布歯科診療所の技工室、配管及び診察台ユニッ

ト修繕など、白滝歯科診療所の診察台ユニット修繕などの追加です。手数料１万１,００

０円は、備品リサイクル処理手数料の追加、備品購入費２２４万９,０００円は丸瀬布歯

科診療所の老朽化したレントゲン撮影機器の更新及び歯科医師住宅内の老朽化した給湯ボ

イラー及びＦＦ式ストーブを更新するものです。

２項清掃費２目塵芥処理費、ごみ処理場管理事業１７０万１,０００円につきまして

は、遠軽町清掃センターの施設更新に当たり、平成２５年度の環境省交付金事業の申請に

向けて、その必須条件である遠軽・湧別・佐呂間３町の循環型社会形成推進地域計画を作

成するための業務委託料を計上するものです。

財源は、清掃費負担金として、湧別町、佐呂間町合わせて８２万６,０００円を見込ん

でいます。

６款農林水産業費２項林業費１目林業振興費、林業振興一般経費２００万円につきまし

ては、平成２２年度から環境省において生物多様性に関する法律に基づく法定計画等の策

定及び法定計画等に位置づけられた活動について支援する地域生物多様性保全活動支援事

業を実施していますが、町では豊かな生物多様性を保全し、自然と共生できる遠軽町の実

現に向けて、この事業による生物多様性地域戦略の策定を行うため、２月１０日付で環境

省の公募事業に応募し、このほど平成２４年度の採択団体として遠軽町が決定したもので

す。

経費の内訳は、生物多様性地域戦略策定検討委員会委員及びアドバイザー報償費として

１７万１,０００円、生物多様性シンポジウム開催にかかる講師謝礼金２０万１,０００

円、普通旅費３１万１,０００円及び消耗品費１０万８,０００円の追加、印刷製本費２３

万１,０００円は遠軽町生物多様性地域戦略に係る印刷製本費、地域生物多様性保全活動

支援事業野生生物等調査業務委託料４９万５,０００円は、地域戦略の基礎資料として、

町内の昆虫、植物、鳥類、高山植物など野生生物の生息状況の調査に係る委託料、地域生

物多様性保全活動支援事業資料作成等業務委託料４８万３,０００円は、検討委員会の運

営、野生生物の生息調査の結果を踏まえた資料作成に係る委託料です。財源は全額国庫支

出金です。

７款商工費１項商工費１目商工業振興費、商工業振興事業２５６万５,０００円につき
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ましては、プレミアム付建設券発行事業補助金の追加でありまして、１枚５,０００円の

割り増し建設券１,０００枚の予定に対し、申し込み確定数１,５１３枚となったことか

ら、超過分５１３枚分の補助金を追加し、町内建設事業者など商工業の活性化を図るもの

です。

４目観光費、地域イベント事業１５万円につきましては、大雪ウルトラトレイル実行委

員会負担金でありまして、近年、普及してきた舗装路以外の山野を走るトレイルランの当

地域開催に向けて、昨年来検討されてきたところですが、実行委員会構成３町の遠軽町、

上川町、東川町で協議の結果、平成２５年度に民間主体により、より大雪山周辺の名峰を

をめぐる大雪山ウルトラトレイルを開催することになりました。この大会に向けたプレイ

ベントとして、本年７月に開催される北大雪ロングトレイルツアーにあわせて、来年度の

大会をＰＲするため、メディア招聘、広報宣伝などにかかる経費として、実行委員会構成

３町が各１５万円を負担するものです。

９款消防費１項消防費１目消防費、防災対策事業４０２万１,０００円につきまして

は、多様化する浸水災害に迅速に対応し、本町の防災対策の強化を図るため、排水作業に

必要な機材を搭載している排水ポンプ車を購入する経費でありまして、手数料１万８,０

００円は車両購入に伴う登録及びリサイクル手数料、自動車損害保険料３万４,０００

円、備品購入費３６９万１,０００円は、平成６年式１０トン車の排水ポンプ車１台を購

入するもの、自動車重量税２７万８,０００円を計上するものです。

１０款教育費１項教育総務費３目教育振興費は、財源の振りかえです。

１０款教育費２項小学校費１目学校管理費、小学校管理一般経費１８万９,０００円に

つきましては、白滝小学校嘱託公務補の転居に伴う通勤手当相当分の費用弁償を計上する

ものです。

３項中学校費２目教育振興費、中学校備品購入事業３０万円につきましては、指定寄附

金に係る楽器購入費の追加です。財源は、本補正により歳入計上済みです。

７項保健体育費１目保健体育総務費、保健体育一般経費２２万９,０００円につきまし

ては、本年７月２５日、遠軽町公設グラウンドで開催される平成２４年度夏季巡回・特別

巡回ラジオ体操・みんなの体操会にかかる自治体負担分開催経費として、消耗品費手数料

及び自動車借上料などを計上するもので、昨年１０月、遠軽ラジオ体操連盟の申し出によ

り、株式会社かんぽ生命保険に開催要望を行い、本年２月３日に開催決定の通知を受けた

ため、当初予算に計上できなかったことから今回補正をするものです。

次に、歳入について御説明いたします。６ページをお開き願います。

２、歳入。

１２款分担金及び負担金２項負担金２目衛生費負担金８２万６,０００円につきまして

は、ごみ焼却施設維持管理費負担金の追加です。

１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金１,１９９万５,０００円の減額

につきましては、児童手当法の一部改正に伴う児童福祉費負担金の減額です。
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３項委託金２目民生費委託金８万６,０００円につきましては、１節社会福祉費委託金

４２万円は、国民年金事務委託金の追加でありまして、国民年金システム改修業務委託料

に係るものです。

２節児童福祉費委託金３３万４,０００円の減額は、子ども手当事務委託金の減額であ

りまして、事務費の一般財源化による減額です。

３目農林水産業費委託金２００万円につきましては、地域生物多様性保全活動支援事業

委託金です。

１５款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金５９９万６,０００円につきまして

は、児童手当法の一部改正に伴う児童福祉費負担金の追加です。

２項道補助金２目民生費道補助金１０２万９,０００円につきましては、児童手当法の

一部改正に伴う児童手当システム改修費補助金です。

３項委託金５目教育費委託金３５万７,０００円につきましては、スクールソーシャル

ワーカー活用事業委託金でありまして、平成２３年度に引き続き、現教育相談員をスクー

ルソーシャルワーカーとして活用し、事業を推進するものであります。

なお、委託金は教育相談員の報酬に充当されることから、歳出予算の計上はありませ

ん。

１７款寄附金１項寄附金２目指定寄附金９０万円の追加につきましては、まちづくり振

興資金として西町２丁目、秀隆様から５万円、生田原、奥山擴様から３０万円、社会福祉

振興資金として豊里、東海林宏様から１０万円、福路１丁目、新谷スズヱ様から５万円、

教育振興資金として匿名様から３０万円、文化振興資金として岩見通北４丁目、田村巖様

から１０万円、３目ふるさと納税寄附金５,０００円の追加につきましては、ふるさと振

興資金として岩見沢市、遠田泰久様から５,０００円指定寄附金がありましたので、寄附

者の御意志に沿いまして予算措置をしたところです。

１８款繰入金１項基金繰入金２目まちづくり振興基金繰入金１５０万円につきまして

は、合気道ゆかりの地入植１００年記念事業実行委員会補助金に係る基金繰入金の追加で

す。

１９款繰越金１項繰越金１目繰越金１,７６０万８,０００円につきましては、前年度繰

越金の追加です。

２０款諸収入５項雑入６目雑入３０万円につきましては、地域づくり研修会開催に係る

支援金です。

以上で説明を終わります。

これより、議案第１０号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算○議長（前田篤秀君）

（第２号）の質疑を行います。

質疑は、第１表歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、歳

出より各款ごとに行います。

２款総務費、１０ページから１１ページ。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

３款民生費、１２ページから１５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款衛生費、１６ページから１９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款農林水産業費、２０ページから２１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

７款商工費、２２ページから２３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

９款消防費、２４ページから２５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１０款教育費、２６ページから３３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１２款分担金及び負担金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

１４款国庫支出金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１５款道支出金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１７款寄附金、６ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１８款繰入金、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１９款繰越金、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

２０款諸収入、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

これより、議案第１０号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第２号）を採決いたし

ます。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────
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◎日程第２３ 議案第２号

日程第２３ 平成２４年第１回定例会において総務・文教常任委○議長（前田篤秀君）

員会に付託されました議案第２号遠軽町まちづくり自治基本条例推進委員会条例の制定に

ついてを議題といたします。

付託しました総務・文教常任委員会から審査報告書が提出されておりますので、委員長

の報告を求めます。

山田総務・文教常任委員長。

－登壇－○総務・文教常任委員長（山田和夫君）

委員会審査報告書の報告をいたします。

平成２４年第１回遠軽町議会定例会において本委員会に付託をされました事件は、審査

の結果、次のとおり決定をいたしましたので、町議会会議規則第７７条の規定により報告

をいたします。

付託案件は、議案第２号遠軽町まちづくり自治基本条例推進委員会条例の制定でありま

す。

審査の結果は、全会一致をもって原案のとおり可とすることと決定をいたしました。

委員会審査の日は、平成２４年４月２５日でございます。

平成２４年第１回遠軽町議会定例会におきまして、総務・文教常任委員会に付託をされ

ました議案第２号遠軽町まちづくり自治基本条例推進委員会条例の制定について、遠軽町

議会会議規則第７７条の規定により審査結果を報告いたします。

本条例の制定につきましては、遠軽町まちづくり自治基本条例の適正かつ円滑な運用を

図るとともに、地域社会の変化にあわせた条例の見直しを行うために必要な調査、検討及

び審議を行う付属機関を置くためとし、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づき

必要な事項を定めるものであります。

本委員会といたしまして、平成２４年４月２５日の委員会審査の中で原案のとおり可と

することに決定をしたものであります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

これより、委員長報告に対する質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第２号遠軽町まちづくり自治基本条例推進委員会条例の制定についてを

採決いたします。

本案に対する委員長報告は、可とするものです。

本案は、討論を省略して委員長報告のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）
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したがって、本案は委員長報告のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

お諮りします。○議長（前田篤秀君）

本日の会議は、これをもって延会したいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本日は、これで延会とすることに決定しました。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

本日は、これで延会いたします。○議長（前田篤秀君）

午後 １時５５分 延会




